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総長の海外出張

平成16年６月22日（火）～平成16年６月27日（日）
APRU（環太平洋大学協会）年次総会出席のため、チ

リ大学（チリ・サンチアゴ市）に出張する。

大学院法学政治学研究科・法学部、公共政策学教育部

留学生見学旅行を実施

５月24日（月）・25日（火）の２日間、法学政治学研
究科・公共政策学教育部合同で、留学生の日光・益子見
学旅行を実施した。参加者は、学部２名、大学院生19名、
引率の教職員６名、あわせて27名。
９時に大型バスで本郷キャンパス正門前を出発。新緑

のまばゆい、いろは坂を上り、華厳の滝を見学した。い
ろは坂を下り昼食をとった後、日光東照宮・日光輪王寺
を２時間以上じっくり時間をかけて拝観した。その後、
ホテルに向かい夕食まで各自部屋でくつろいだり、温泉
に入ったりした。夕食を終えると、レクリエーションを
行い、様々なゲームを通して参加者同士の親睦を深めあ
った。そのまま部屋での二次会になだれ込み、深夜まで
熱い討論をかわしていた。
翌日は、益子で湯飲み茶碗の絵付けを体験。留学生た

ちは、３色の絵筆を上手に使い分け、思い思いの図柄を
真剣な表情で描いていた。昼食後、各自益子の町を散策
し、帰路についた。
印象に残ったことを尋ねると、絵付け体験、露天風呂、
日光東照宮という回答が多かった。友達がたくさんでき
たことを挙げる学生もいて、親睦を深めるという一番の
目的を果たせたようだ。
初めての見学旅行だったが、学生たちは一様に満足し

た様子であったし、日本の美しい自然と文化に触れ、み
な楽しく有意義な時間を過ごすことができた。

一般ニュース 部局ニュース

華厳の滝の前で集合写真
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続いて、明治時代に旧制一高の教壇に立った外国人教
師二名（フランス人アリヴェ先生、ドイツ人プッチール
先生）の胸像（弥生キャンパスに建てられ、一高の駒場
移転とともに移設されていたもの。東大紛争時に破壊さ
れるのを避けて、一時長野県に移してあった。）が、今
回、駒場ファカルティハウスの中庭に再建されたことを
記念して除幕式を行った。
除幕式は、馳文部科学大臣政務官、佐々木総長、浅島

研究科長、薩摩数理科学研究科長、三重野・奥田両一高
同窓会代表の他にアンドレ・シガノス在日本国フランス
大使館文化参事官、ウルリッヒ・リンスドイツ学術交流
東京事務所長及びボン独日協会名誉会長ペーター・パン
ツァー教授が行った。パンツァー教授はプッチール先生
のお孫さんの依頼を受けてこの外国人教師像の再建のき
っかけを作られた方であり、この日のため一高同窓会が
招待されたものである。
式典後各施設の見学会が行われ、その後、駒場ファカ

ルティハウス内のレストラン「ルヴェソンヴェール駒場」
で記念祝賀会がもたれた。そこでは、薩摩研究科長の感
謝の挨拶に続いて、大学を代表して小宮山理事（副学長）
が挨拶を述べ、御手洗文部科学事務次官及び蓮實前総長
が来賓祝辞を述べられた。その後、三重野一高同窓会理
事長の発声で乾杯に移り祝宴が始まった。
祝賀会は、これらの建物が関係者のご努力によって竣

工されたことの喜びを語りながら、19時頃に和やかに閉
会した。なお、式典及び祝賀会には、学内外から約150

名が出席した。

大学院総合文化研究科・教養学部

駒場ファカルティハウス等竣工記念式典及
び祝賀会

大学院総合文化研究科・教養学部において、今後の情
報教育のますますの充実を図るための「情報教育棟」、
教育・研究者が国際的に交流する施設としての「駒場フ
ァカルティハウス」、男女共同参画を推進するための
「男女共同参画支援施設」、教育の一環として学術・文化
に幅広く関連した質の高い美術・学術資料の展示を行う
ための「駒場博物館（美術博物館、自然科学博物館）」
及び学生・教職員へのサービスの向上を図るための「ア
ドミニストレーション棟」の竣工、および教育用計算機
新システムの構築を記念して、５月７日（金）に記念式
典及び記念祝賀会が開かれた。
また、建設およびシステム構築に関係された（株）大

明建設および日本電気（株）他19社に感謝状が贈られた。
記念式典では、浅島総合文化研究科長及び岡部情報基

盤センター長の式辞、佐々木総長祝辞に続き、来賓とし
て馳文部科学大臣政務官が祝辞を述べられた。

湯飲み茶碗の絵付けを体験 式典で挨拶する浅島大学院総合文化研究科長

式典に列席の来賓（右から蓮實元総長、佐々木総長、馳政務官、舌津文
科省文教施設企画部企画課長、アンドレ・シガノス氏在日フランス大使
館文化参事官、ウルリッヒ・リンス氏ドイツ学術交流会東京事務所長、
ペーター・パンツァー氏、三重野一高同窓会理事長、奥田一高同窓会常
務理事）
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埋蔵文化財調査室

国際学術交流棟地点遺跡の研究成果

５月７日（金）、駒場ファカルティハウスの完成式典、
施設見学が行われた。今回、当館の建築に伴う遺跡調査
で得られた、関東ローム層の標本と旧石器時代の遺跡に
関する研究成果のパネルが館内に設置され、公開され
た。
昨年度、埋蔵文化財調査室は、駒場ファカルティハウ

ス（国際学術交流棟）建設予定地の発掘調査を行った。
調査の結果、後期旧石器時代前半とされる地層から（後
期旧石器時代は３万５千年～１万年前とされる）、石器
と石器を製作する際に生じた剥片、砕片、石核が出土し、
この場所で石器の製作が行われたことが明らかになった
（『学内広報』NO.1279、2004.1.14発行）。発掘調査終了後、
石器周辺から出土した炭化材について、原子力研究総合
センター加速器研究部門（MALT）の加速器を用いた、
AMS（Accelerator Mass Spectrometry：加速器質量分
析法）炭素14年代測定を行った。（注１関東ローム層、Ⅹ
層の石器周辺から出土した炭化材のRadio Carbon Age
（炭素14年代）は、30,800±200yrBPで、H. Kitagawa
and J. van der Plicht, 1998, Science, 279, 1187-1190.

"Atmospheric Radiocarbon Calibration to 45,000 yr

B.P.: Late Glacial Fluctuations and Cosmogenic Isotope

Production"による暦年較正年代は、32,000～34,000cal

yr B.P. と推定された。（注２この他の年代測定試料と、地
磁気年代、関東ローム層の分析結果については検討中で、
今後、石器の分析と合わせて報告書、年報、シンポジウ
ムで一般に公開を行う予定である。
現在、日本の考古学会では、自然科学分野と考古学と

の共同研究が積極的に行われているとは言えず、未だに
ＡＭＳ炭素14年代測定が、考古学にとって有効な年代決
定の手段として理解されていない。今回のように、後期
旧石器時代前半の遺跡で石器と出土した炭化材のＡＭＳ
炭素14年代測定を行い、暦年較正年代を提示した例は少
なく、本遺跡は、日本の旧石器時代を国際的に位置付け
るための、調査・研究のモデルになることが期待され
る。
研究成果の展示にあたり以下の方々、組織にお世話に

なりました。ここに謝辞申し上げます。青山正昭氏、伊
比博和氏、大島孝博氏、加藤道夫氏、酒井英一氏、春原
陽子氏、筑紫一夫氏、堀江武史氏、松崎浩之氏、株式会
社イープランニング、総合文化研究科・教養学部、教養
学部施設係、駒場ファカルティハウス、原子力研究総合
センター加速器研究部門（MALT）。
なお、駒場ファカルティハウスでは、今後、出土した

石器のレプリカを製作し展示する予定である。

部局ニュース

除幕式

祝賀会（右は御手洗事務次官、左は佐々木総長）
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注
１．原祐一、伊比博和2003「東京大学駒場Ⅰキャンパス
構内の遺跡　国際学術交流棟（仮称）の成果と仮題」
東京大学埋蔵文化財調査室『東京大学駒場Ⅰキャンパ
ス国際学術交流棟建築に伴う埋蔵文化財事前調査中間
報告書（東京大学施設部建築課提出文書）東京大学駒
場Ⅰキャンパス構内の遺跡　国際学術交流棟地点』
２．AMS炭素14年代測定の成果は、東京大学ＭＡＬＴ
平成15年度下半期、16年度上半期共同利用研究採択課
題　研究代表者　原祐一、松崎浩之、春原陽子、中野
忠一郎「東京大学構内出土資料の年代測定」（課題番
号18B58）の成果の一部を含む。

埋蔵文化財調査室ホームページを開設しました。
http://www.aru.u-tokyo.ac.jp

低温センター

保安講習会を実施

低温センター主催の保安講習会は５月21日（金）理学
部化学本館５階講堂において15時より17時まで行われ
た。
はじめに岸尾光二センター長の挨拶があり、引き続き

低温センター教職員の講師による講習会と模範実験が行
われた。
この講習会は低温センターを通じて液体窒素・液体ヘ

リウム等の寒剤利用者（主として今年度入学の修士課程
１年生等新たに寒剤を利用し始める教職員）を対象とし
た講習会で、毎年実施されている。本年度の参加者は、
医学系研究科23名、工学系研究科106名、理学系研究科
53名、農学生命科学研究科62名、薬学系研究科41名、新
領域創成科学研究科11名、分子細胞生物学研究所19名、
その他25名、合計340名であった。

液体窒素の取り扱い等についての説明の様子

液体ヘリウムの超流動実験のデモンストレーション

関東ローム層標本と研究成果のパネル
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研究協力部

平成16年度外国人学生数 －国費外国人留学生数860人、私費外国人留学生1,219人、外国政府派遣留学生24

名、在日外国人学生数123人－

本学では、毎年５月と11月の年２回、同月１日現在の外国人学生数を調査している。これをもとに各年度５月１日現
在の外国人留学生数の推移を示した。また、本年５月１日現在の外国人学生数は次頁以降のとおりである。
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大学院農学生命科学研究科・農学部

千葉演習林「夏の森林教室」を開催

千葉演習林では、季節ごとに演習林を公開し、演習林
の豊かな自然を皆様に楽しんでいただいております。こ
の一環として「夏の森林教室」を開催します。
今年は「森と水のつながり」をテーマに、房総の秘境

といわれる猪ノ川渓谷沿いの道を散策しながら、なぜ森
林が「緑のダム」と呼ばれるのかを学ぶほか、川遊び、
ノコギリを使ってスギやヒノキの丸太切り、ぶり縄を使
った木登り体験などをします。森の恵みを実感する、涼
しい夏の一日を過ごしませんか？
下記の要領で開催致しますので奮ってご応募くださ

い。

記

開 催 日：7月17日（土）日帰り・雨天決行
集合場所：JR外房線安房天津駅前（9:15）
（時間） JR安房鴨川駅西口前（9:25）

JR久留里線上総亀山駅前（10:15）
募集人数：60名（1組5名まで、先着順）
参 加 費：1名50円（傷害保険代）
応募方法：各人の氏名（代表者に○印、小学生以下は

保護者同伴）・年齢・住所・電話番号・集
合場所を明記の上、ハガキ・FAX・E-mail
いずれかで応募

申込み先：東京大学千葉演習林森林教室係
〒299-5503

千葉県安房郡天津小湊町天津770

FAX 0470-94-2321

E-mail chiba@uf.a.u-tokyo.ac.jp

応募締切：6月30日（水）当日消印有効
問合せ先：千葉演習林天津事務所（電話0470-94-0621）
Ｈ　　Ｐ：http://www.uf.a.u-tokyo.ac.jp/chiba/

掲 示 版

募集 募集

大学院経済学研究科・経済学部

修士課程の学生募集について

平成17（2005）年度東京大学大学院経済学研究科修士
課程の入学試験は、次のとおり実施される。

１．受入予定人員　　78名
２．出願期間　　８月16日（月）～８月20日（金）

（郵送の場合、８月19日（木）の消印まで有効）
３．試験期日 （１）筆記試験　　９月９日（木）

（２）口述試験　　９月24日（金）

※募集要項は、経済学研究科等大学院係で配付中であ
る。

大学院総合文化研究科・教養学部

「教養学部報」第475（６月２日）号の発行
―教員による、学生のための学内新聞―

磯崎　行雄：生命と地球の歴史：大量絶滅の科学
渡辺雄一郎：インフルエンザウイルスとトランプカード
下井　　守：学生に言いたいこと
鍾　　　非：思考法を考える～線形か非線型か～
植田　一博：市場参加者の心理に注目した金融理論の構

築～認知心理学、経済学、情報科学の狭間
で～

加藤　道夫：駒場ファカルティハウス（国際学術交流棟）
の完成

〈本の棚〉
石田　英敬：小林康夫著『表象の光学』
三谷　　博：船曳建夫著『「日本人論」再考』

〈時に沿って〉
原　　和之：絶え間ない心変わり

「教養学部報」は、教養学部の正門傍、掲示板前、学
生課ロビー、生協書籍部、保健センター駒場支所で無料
配布しています。バックナンバーもあります。

お知らせ



バカな壁

教科書検定がときどきメディアをにぎわす。

初中等教育なら国が口を出してあたりまえ‥‥

諸国も似たような規制をしているはず、とみて

いる人も多かろう。

だが現実はちがう。多くの国は、「最低これだ

けは教えよ。ほかに何を書いても教えてもよい」

スタンスをもつ。ホットな話を盛り込めて教科

書は中身も厚みも多彩となり、

自由競争で淘汰が進む。また、

先端の話題から好影響を受け、

「最低」のほうも大学にそのまま

つながる姿へ進化しやすい。

日本はベクトルがぴったり逆

を向き、「これ以上は書くな」と

規制してきた。個性を出しよう

もないため、現行の高校『化学I』

12種も金太郎飴に近い。小中学校の『理科』（そ

れぞれ５種）など金太郎飴そのもので、採択基

準は「見た目のきれいさ」だけだろう。制作に

かけるカネも時間も壮大な無駄だ。18年前から

某社の小中高校理科教科書を書いてきて、つく

づくそう思う。

制作側は「安全パイ」の旧版に合わせたがる

から、古くさい記述や誤った記述が延々と残る。

少なくとも高校化学の内容は、いまや国際標準

とはだいぶ異なる。

大学の講義内容は少しずつ進化するので、高

校－大学間の壁がどんどん高くなり、教養学部

の先生は余計な苦労を強いられている。

低レベルの一律教育で均質な労働力をつくれ

ばよい時代は終わった。先を教えたい教師、先

を知りたい子どもに応える豊かな教科書がほし

い。教科書はすみずみまで教える

必要はなく、大事な部分を取捨選

択すればよい。

つい最近、文科省もそのへんを

認識したか、指導要領を超す話を

書いてもいいと言いだした。しか

し「分量は本文の1～2割まで」な

どと、管理の姿勢を変えてはいな

い。旧来の検定をやめるのがベス

トなのだが、そうなれば現場の教師も、十年一

日のやりかたから脱する覚悟を要求される。壁

はなお高くて厚い。

本来はこうした話、私のような工学屋ではな

く、教育学系の先生が叫ぶべきものだと思うの

だけれど。

渡辺　正（生産技術研究所）

（淡青評論は、学内の職員の方々にお願いして、個人の立場で自由に意見を述べていただく欄です。）

この「学内広報」の記事を転載・引用する場合には、事前
に広報委員会の了承を得、掲載した刊行物若干部を広報委員
会までお送りください。なお、記事についての問い合わせ及
び意見の申し入れは、総務部広報課を通じて行ってください。

No. 1292 2004年６月９日

東 京 大 学 広 報 委 員 会
〒113－8654 東京都文京区本郷７丁目３番１号
東京大学総務部広報課　1 03-3811-3393
e-mail kouhou@ml.adm.u-tokyo.ac.jp
ホームページ http://www.u-tokyo.ac.jp/jpn/index-j.html


	目次
	一般ニュース
	部局ニュース
	キャンパスニュース
	掲示板
	淡青評論


